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Studies on the　Effect of Photoperiods upon the Red clover in Japan

（1953年9∫」15F．1憂∬ll）

　　　　　　　　　　　　　　　　　年度鳳1ボツト工個体1区2個休と』したo播捕期その他

緒営　　　　　瞭にかかげ樋軽励。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　い　　

離熱購羅灘難1｝灘←1鮒翻饗懸羅熱鰭隠
て在来化しっっあ♪らRed　cloverに・っい一ぐの研掩！時に　　　な添31g51舘度に1：Mポット2個体，播種期5月19日，処

その光1捌ノi三についての宰侵告1：1少い様で；もる。りしかも本邦　　　理開始7月10田として予備的箒t験な行つた。1ユ三驚一’般瞥

のRed　clover改穐上現存：瞥及のものにつぴその1陸状　　　理と’してしk平等に瀬麟躍水除輩～貿予つた。

鞭あらゆる角渡から明li’sliに’しておくこ」二1部博擾贈ll：柄で　　　㈲圃場賦験④対照区，⑬長【三1区，畷対照区の3区ミじ設

あろうと鳳考する。雛響1｝；ほその一，NT：FI口の指源計圃の　　け，1区な6寸四力に細分し、その望｝区鋤内に1本立と

4、とに本邦llヒ海脚1≧でr臓のR・cl　cl・verに・つ、締1猟　 し蜘羅1纐：批網三体とし掘堰調齢・た。1952鋤燃ボツ

でぽあるがその懸光感漁ll≠｝三な霊体とLた竈撫！白寅験観察　　　ト試験と1司様であり，1953年庶1霊幡揃4ノヨ2珊，処理驕

な行つたのでここに報告する。　　　　　　　　　　　　始6月17日である。各区の潤威個休数はig52嬢互蝦00個，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1953年度169個であつた。
　　　　　　　　案1験材料及方濠

棚掴。瀞眈鱒聯見姻、の，。。、螺焼　　　轍結親考察
製ボツト（径6寸），圃場試験と同様の土壌を人れ肥斜癒　　　　㈹ポツト試験　1951銀度の予備試験及び1952年度の本

加えなかつた。圃場試験に1憶業前作及前4作に岡一一作物栽　　試験とも同傾員ti｝であつた。本文の数字その他は1％2庫慶

培を行つた：h地を粥い肥料はカ1えなかった，n　　　　　　　のものである。

　（イ）ポツト試験　実験区は④対照区，⑪畏日区，◎短日　　　　　　　　　　第1園　草丈の週毎変化

区，．⑩剛稿灘区、⑥夜間ii講温区，⑩冷温長日区，＠冷

温短日区の7区とし，長日区ぽP．M　5より翌朝A．M

9灘00W醒球（高さ1m）下におき，短臼区は岡時間中　　　　7。

璽気流通口を設け内倶IJを黒ラシヤ紙で遮光した暗箱内に

おき箱の上からシートをかぶせたo日中謝温区及び夜閥　　　　　　60

高温，区獣何れも自然目長であるが，前麿隙A・M9より

P．M5迄温室に，後雛P．M5よ1）翌朝A．Mg逡混蜜　　5°

内においた。冷温．憂日区はP．M　5より翌朝A，M　9迄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40
io6W電球下しかも冷温の土窒内に，冷却短日区は岡時

間中冷蔵癒内においた。1952年度における〔◎，⑪1，⑪，＠　　　　e。

区の温度処理期聞申の外湿との差ぱ次の様である。⑪2

～170C高温，⑮）0～70C高1温，⑪50C低～猛．，（ζ艶15～350　　　　　　20

C低澱となる。暗箱内の夜間温度の差は無硯した。1952
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膨鰹鱒丈形態凱ては便日処肋もの（・及　・もつな胸繍・ではあ・力繍期！。繍湘めてプ、

F！網螺（図跡剛惨照），畑燃のもの（C及G）きいと燃蟷・・うる．駆に於て開オ齢一翻灘

饗織離瓢謹麓獄濃歯聯饗識　麓鵜竣c撮騰、醗諜㍊瓢撒雀醜

蜘燗のもの膜験途1・［・伍・1伏する講であつた．e・in・数に斌ては融鮒が脳1蜥す礪で筋ヵ，，。れ

等の結果から暇嫡がR・d・1・v・rのy嚥に及ぼす　につ・・一ご闘麺婁鞭に待ちた、．、，．

撫漉めて熔いものと思わ牙tる．草丈についてレ燗　を扮1虹朧分伽状齢｝，／，i”Y　22K；とXl，，、、、；，

鮫化醐1図となる・・蝋聖瓢TI－（1925・　・蝋・細・i・1徽躍ヒ1・嫌｛瞳。U，　．，　－c　ltt；　o，戦

1928）・Cl・AIRN・（1蜘とF可様で瑚燗1のもの澱く　卿長の∋糺磯El　i燗・｝・搬が少・：，11・・惣、撫、鯛

嘩しし蝿鞠にそ嚇蹴・謝・れ，伽燭のも　区鴛53・櫛多・・謙期蔓醐間帳い桝・，1職の

卿隈が剛さ縄・⑳，⑪，⑯職の1購隔≒盛脇る簾撚脇ろう，・ilE…に鄭琳酬三乏撒価
す・即騨難対する脹姻｛の灘駄細と翫ら　f・Vlth：一一tsrfc切で嫡珊獅徽矧｛卿，蠣脚ち

れる・　　　　　　　　　大・・蹴一鋤鞍となる財翫いが，鋤・r抽べ
騰聞惣騰灘讐黎1響欝鼎　器際齢雅；灘鴛1熟鷺1：鐸劣溢

る・継数瓢2ボツ・鰍のもの舳る・　　　・熔く，駆が撫⑳・》購・鎖鵬隙礎，肉rll劇、

この裸櫛ると磁㊨区に開融みず蹴醐幌　凱・．轍⑯蹴齢疑働う・＿榊い。
全に朧湖制されて・…蜘撒嚇撒澱劃・ト鯛囎験19・2鞭鮒駆置鞠、臓期（、ノ畑）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1衷　’開　　オE　状　　況

ぽ・日1・・御L！－・・1・一鴫心！l・・一・…一・97・…、－89－1314－1、，，一，、2，ト、，A、，

A

B

－C

D

E

F

7月11日
7月12N

7月5日
7月6日
な　　し

7月21日
7月24日

7月16日
7月16日

7月10日
7月t6H

一一一一…一・一・＿．＿一＿一一＿、＿、＿＿，＿－t．．鴬亀旦3P＿．．一．．，．．．　．．．一　　、一．一．＿．．『．　　醐　　　　　　瞬し

0　2　11　9　ユ1　15　2正　3　6　ゴ…き…83『『

4　13　5　3　2　7　2　。　0　0　0　36
0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0　　0　　　0

0　007　13　工2　9　37 44　59
0　0、6　1ツ　18　ユ5　7　5　4　6　2　8C）

°　2112　5　7　5　1’8　i「2，44
＿＿＿＿＿．一＿」1的．＿．．一｝t＿⊥＿．．g－＿＿＿－t＿≦≧＿＿　．＿≦L＿＿『0　　．「．、＿．g．．　　　　0　　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　　0

　備考　数字は5日区劉　2個体合掛閥花数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2衰　　週　　毎　分　枝　数

＼朋．6．月・f’昏§zττ7888「 W・区⊥．6・L・一・・2・L．111量＿．盛「1忌も坐i9
A12　3　55・56・58　8・51012・5・12・S12・512．512．5
B　i2・5　3・5　4　4　4　4　4、7　8．5　8．58，5　8．58．S
Cl2・5　3　56・S1・1212’121S・5　161616．516．5
D　i2・5　3　4　5　5！5　6　7　7　10　ao　ID　1010
E　　2　3　5　5　6・56・56・58・5　10　1010．510．51エ

F，2 @33・544・54・56・57・57・59・S9，59。59．S9＿．L2°5＿．を5±一三＿．皇57　7・5　99・51。エ・…5
備考　数字は各測定日於る1個体平均分枝数　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　an』’
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第3艦　一株平均釜葉盈重鯉及閉花結実

侵

日

区

短

口

区

対

照

区

瀦　蘇鑛蕾　花　結実　構
月　欝　　　　　　9　　　　…一一T…　　｝凹一国
6・5　　　3　　1．0
7，5　　　　　　9　　　56，5　　22．11　　1．00　　　　　　　　　15胃ギ芭女台

7鱒16　　　　18　　　58．2　　4，39　　22．7

8・6　　　’18　　48・5　　1。11　3・28　17．83

6・5　　　5　　1，2

7。三ヲ　921．3
7鱒16　　　　18　　58・1

8●6　　　　　玉8　　140．4　　　3／ls　O勇67

　6．5　　　5　　0・8

　7。51　　　　　8　　　　27．3

7・161・83・73・鳴・6　1羅落阿
　S・6　　　　　　　　　　　　　　　開花劇σ1
1　　　　”19Sつ年度分．1T「rt……’…一1｝｝｝㎝…’｝｝

儲灘鑛　蕾　花　結実　構
月　日　　　　　　　9　　　　　　　　一凹…　酌’　「一一m

6，16　13　　　0．8

7・14　　　24　　　22，0　　生83　　11／24　　　　　　　　　　Pl・H芭始

7．24　　　23　　　　39。7　　4．69　　　9．73

8，12　　30　　　59，7　　6．16　　4，50　　28，46

　6．16　　i3　　　　1，0

　7貿1斗　　　22　　　　14°3

　7．24　　　2斗　　　31・2

漁総．鞭＿坐二仁．＿一＿＿漁盤量

646　　12　　　0．8

7・14　　　24　　　25・3

7・24　　25　　　84．0　　2，S6　　遭／25　　　　　　　　1嗣オ』好君

S．12　　31　　104・8　9．67　 18・74　 4・70　 1珊凝…品霊ij的

＿＿一．”一＿＿一＿＿二．二．一一＿＿＿、　　　　1　　1953年鵬

に夜聞刈」酪難の階あ微灘の数宇細駄かつた。　り1髄IU…輪と思う）。・・齢ずれ醐花鰍厭聖ま遺：が葱

1952年度及1953塒欧，一桝1平均茎鰹』蹴扱開花糟爽1歌　　微に増加するから，この期間中にH“ny短く高1盈孟な方が難

凱戴第咽となる・　　　　　　　－s三い、と考えられる。
　但掘取日獣斎区いずれかの關花始，屡昌花盛期の咽麿天

の日雛択し調脳吻継批較したものである。　、　　要約
なオ・1952年蹴干鵬温ユ953年慶聯温多雨の灘1で　本9…1‘巌にて翻靴しつつあ翻E存R・d・1。verにr）

あった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き諸性質を明確にする目酌をもつて，その感光慈混性な

　　　　　観図一榊壌贈鰻　　　　主体とした定挫的轍視馳行つた糊欽の様な傾i舵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　得た。

lesa＃rk　，　14 （1）本邦産Red　clovorは畏日型で，その形態に及ぼす・

臼餐の影郷は薯しい。即ち畏日処理のものは薩立型に，

短日処理のものは嗣伏型になり，日長処理をしない良然

日長のものは中間禦を曇する。

（2）開花調始に対しては侵日処理臥促進させ，短日処理は

抑制する。ポツト試験にて短日処理のものは実験期聞巾

瀾花をみ欺かつた。

（3）箪丈に紺しては開花と同様で，侵日処理のもの｝d；伸長

を促進させ，しかも早期にその影響あらわれ，短日処理

のものは伸長を抑制する。

㈲分枝数に対しては開花及草丈と略炭比例する。

（5）開花数に対しては温麿条件が強く作用するものと思わ・

講鞭羅糖警：灘麟叢欝繍康が…日脚鵬
のも⑳は増舳線吐鋼他b。btし嘔すぎ磁で，　のものにも優る・

いずれも対照④に比して薯しく劣る傾向にある（1952年　　　　　　　　　　　　　文　　鰍

度の対照区8月6円の窺量は曲線の形及び1953年度分よ　　（1）＊ALL畑D，　H．A：Jour．Agr．　Res．，62193（1941），
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｛2）＊　CAIRNs，　D：N，　Z．」．　S　cl。　Tech．22　A　279～

．89（1941）　　　　　　　　　　　　　図版説明
（8）川灘欄喚　剣女蹄，講、霞1・3～1・7（1941）　　　　、E．i　planftti°n°f　the　plate

（4）　R。OWHYrE3Crop　Production　alld　Envirc＿　　　1952・｛1三4月11日播樋　E　ow｛’｝d　o職11th　April

　　　111　tl　nt，　　1－．Qnd．　　2：0，　　2SS，・　286，　　29S・－v29フ，　　　　　　”　　6♪」5iヨttl擬処避面｝｝月女台

，　　　（1950）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　Be霧inning』of．ph〔｝しopcriod1c　trし｝”tt

（5）＊丁王NcK四R，　M，　A．　H二Ann．Bot。，　Lond，，39，　　　　　　　・mollt・oll　5　th　May

　　　　721～5略（1925）　．　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　”．　8月1日1最轟唇　　Phot〔〕窟ra裏）IXtd｛｝ll　lst　Au鐸u箪t

｛6）＊　〃　；Ann．　Bot，，　Lond．，42，101～斗0（1928）　　　1　　　1謎臼レく　　　　　短闘～く　　　　　対照区

17♪齋井縫次　植物の光週．【！l…：7Sべ　80（194g）　　．　　　　　　L【｝ng，　・・day　　　　Sh（》rt－dIとy　　NT　：）しur‘LI　day

　　　　＊はab3tract砿）み。　　　　　・．　　　　　．　　　　∬　了契隅…1高温レ≦1　　陣［．輔温区　　　　糠！1｛区

　　　　　　　　　　　　　　　　　・一…y　　　ご獣「織W瀞藍膿yN就　蜘

　　Th・p・・…ent　p・P。・d…1・wlth　th・・…1tr・・f　　・軸t　t・n・一・dtiy　t，・Mi－

the　wr三t　L－　！’s’invos　t丘9at｛on・9点　thp　effcet　of　phQto”－　　　　　　　pcr三1tUt’（牽　　　　　　pera㌻ure　　　　　　　．　．，

P・・i・d・UP。…th。　gv・。wth・岨ゆ・・dUcti。rp。f　聾1冷温ま酬べ　　冷1　：乱短日区　　対照｝；t；’

th。　M・1。・。・in　J・pmn・　　　　　　　1．iong，…d・・y　Sh。・t－dqy　N・t…hhly
　　Withill　the　limiじof山¢wr正t〈：rs’expctrhnents，　　　　with　l‘♪w自r　with　loNvt・｝r（hy

the　f⑪Uowing　results　were、　obtai理d．　The　Red　　　　night　tom＿　tdiniperature

elov＃r　in　J・apnn　ddQngs　to　the．IQag　day　plaAt　　　　．　pcratur¢．

・・c・rdip9亡。　i　t・．fl。w・ring　r・Sp・ri・。・・：tiSi　f・1・w・士一「 @IV冷襯喪臼区　　即1；薮・「対照！鑑
゜P・ning．i・h・st岨・d　by・h・1。ng　d・y…d・up－　’L。・9－d・y　wi・h　L・ng－d・・y．N…ral　cl’aSi・

pre…d　by　the　＄ho・t　d・・ys・And　the，　1cngth・f　day　　1・w・・niゆt　　　　　．・

jliflu・：nces　Offectively　its．　growth　habits，　namely　　　　　tenlperature

rゴ・ct　i・f・・m　wh瞼9・。w・ih・h・1・n露d・・y・，　－1姫購　　 冷融・旧区　　xc’LJ’駆

P…t・…in…1・・fb。i・鼎・。wnhi・h・・hρ・t　　fh。・t－d・・y　Sh・・t－d・ywith　N・tu、、11d、y

days，　alld　int¢rmediatc　in　type　svhe，n　groWn　in　　　　　　　　　　　　　　　　　lower　day

the　naturt｝1　condition・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　temP¢撒tUre

　　Th◎mte　of　stem　elongtration　pf　the　R¢d　clovcr

il1．丁apan三s　acerelated　by　the　long　days　and．res－

train藍｝d　by　thc　short　days，　whil¢th¢brImch量ng

of　the　steni　主S　greatOr　in　the　short　dこしys　than

in　the．10ng　days，

　（1．．abora．tQry　of　Aninia】Husbandry，　F翫culty　of

　T¢xt量1e．蹴d　Scrlcu1亡u1’e，　Shin3h鳶University）
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